
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 「花とくだもの村構想」など観光農業の推進のため、新たに導入が考えられている晩生カンキツ類の栽培では、各種病害虫の発生が重
要な問題となると思われる。現在、温州みかんでは県の作成した防除暦に基づき指導が行われているが、晩生カンキツ類栽培における
病害虫の防除暦は策定されていない。そこで、晩生カンキツ類の病害の中でかいよう病が最重要病害と考えられるので、品種および雨
除けによる発生量の違いを調査し、また、薬剤による防除効果を検討する。 

［成果内容］ 

(1)品種間差：新しい晩成カンキツ類ではかいよう病の発生に品種間差が認められ、不知火、清見、清峰などはかいよう病に対して比較
的(圃場)抵抗性が認められた(第1表)。施設内で頭上灌水して発病させた場合もほぼ同様の傾向が認められた(第3表)。 

(2)薬剤防除：露地栽培では銅水和剤の4月上旬散布は従来から行われている。さらに、5月上・下旬、6月下旬に散布すると発生が抑え
られた(第2表)。特に、5月上旬の散布は防除効果が高かった。ミカンハダニ防除用のマシン油乳剤との混用散布もほぼ同等の防除効果
が認められた。 

(3)雨除け栽培：雨除けによる防除効果は高かった(第4表)。 

(4）以上から、かいよう病の防除対策として、露地栽培では比較的抵抗性のある品種を選定し、4月上旬、5月上下旬、6月下旬に銅剤散
布を行うとよく、また、施設栽培ではほとんど発生しないので、薬剤散布の必要がない。 

［留意事項］ 

(1)かいよう病に対する茎葉の感受性が高い時期は5月(春芽)、7～8月(夏芽)、9月(秋芽)の若い組織が展葉する時期である。また、果実
での感染発病時期は6～8月中旬で、その後は発病しにくい。 

(2)春芽で多発させて病原菌密度を高めると、果実へ容易に伝染するため、春芽への薬剤散布が重要である。夏期以降の銅剤散布は果
実表面に薬害(スターメラノーズ)を生じるので、極力避ける。 

(3)夏・秋葉ではミカンハモグリガの食害や台風などが発病を助長する。これらの病斑は果実への影響は少ないが、翌年の伝染源となる
ため、かいよう病防除には夏枝の剪定管理は重要である。 

［普及対象地域］県南を中心としたカンキツ類の栽培地域 

［行政上の措置］県病害虫防除基準の作成に活用 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

部 門 病害虫 対 象     普及 

課題名：品種、薬剤および雨除け栽培による晩生カンキツ類のかいよう病の防除 

［要約］かいよう病防除対策として、(1)露地栽培では不知火、清見、清峰などかいよう病に比較的抵抗性のある品種を選定
し、4月上旬、5月上下旬、6月下旬に銅剤散布を行うと防除でき、(2)施設栽培ではほとんど発生しないので、薬剤散布の必
要がない。 
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